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西アフリカ諸国経済共同体（Economic Community of West African States：ECOWAS）は、2019年












図 1に見るように、現在 15カ国が ECOWASに加盟している。ただし、域内で発行されている
通貨は８種類である。なぜなら旧仏領西アフリカ諸国を中心に 8 カ国から成る西アフリカ経済通
貨同盟（Union Economique et Monétaire Ouest Africaine：UEMOA）というサブリージョンが CFAフ
ランという共通通貨を既に共有しているからである（図１参照）1。この CFAフランの歴史は 1945
                                                        
1 UEMOA（本部：ブルキナファソのワガドゥグ）は 1994年に設立された。1962年に形成された西アフリカ通貨
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年 12月に創設された「アフリカのフランス植民地フラン（Franc des colonies françaises d’Afrique）」
に遡り、以来、CFAフランはフランスの通貨にペグされてきた。そして驚くことに、1948年 10月
に 1CFA フラン＝2 フランス・フラン（以下 FF）（ただしフランスのデノミで 1960 年に 1CFA＝
0.02FF）に固定されて以来、そのレートは 1994年 1月 12日に CFAフランを 50％切り下げた時の
一度のみしか見直されていない。この 70年間で、政治的独立を果たし、ブレトンウッズ体制が崩
壊し、FFが消滅してユーロが誕生し、世界の金融市場が大きく様変わりしたにもかかわらずであ
る。なぜなら①CFAフランを発行している西アフリカ諸国中央銀行（Banque Centrale des Etats de 
























いう夢が語られてきた。たとえば国連アフリカ経済委員会（United Nation Economic Commission for 
Africa: ECA）は、アフリカ大陸を北、西、中部、東南部に分けてそれぞれに経済協力機構を創設
                                                        




















ャ条約（1991年 6月調印、1994年 5月発効）に発展し、ECOWASを含む 8つの地域共同体それ
ぞれで通貨同盟を実現した後、それらを統合する形で 2028年までに大陸レベルの共通通貨を発行
することとなった。 
これにあわせて ECOWAS は、まずは UEMOA とカーボベルデを除く 6カ国で西アフリカ通貨
圏（West Africa Monetary Zone：WAMZ）を形成して 2003年までに共通通貨 ECOを発行し、最終
的にはWAMZを UEMOAとカーボベルデに統合させて ECOWASレベルの通貨統合を実現すると
























もある。対して既に 8カ国で経済通貨同盟を形成している UEMOAの各国政府や BCEAOは、通
貨圏をやみくもに広げることには慎重な姿勢を見せてきた。BCEAO はいずれの政府からも独立













での宣言直後の 7月 9日にパリでフランスのマクロン（Macron）大統領と面会し、続いて 7月 12
日に自国のアビジャンで開催した UEMOA首脳会議で、2020年までに ECO 導入を目指すことを
改めて発表した。ただし「ECO貨幣の流通が開始されても当面は、従来のユーロと CFAフランの
為替平価によるペッグ制は維持される」こと、「変動相場制への移行には少なくとも 10 年を要す












16世紀に活躍したフランスの知識人エティエンヌ・ド・ラ・ボエシ（Étienne de La Boétie）の言葉
「la servitude volontaire（自発的隷従）」を用いて CFAフランを批判する 6。そして 2016年には、
アフリカ人エコノミスト仲間らと一緒に、「la servitude monétaire（貨幣的隷従）からアフリカを救








                                                        
4 ナイジェリアは ECOWAS 全体の 65％の GDP、人口の 51％を擁する。World Bank による World Development 
Indicatorの 2018年のデータより筆者計算。 
5 たとえば、Afrique Panorama［2019］。また、2019年 2月にワタラ大統領がマクロン・フランス大統領に会った
際にも、CFAフラン維持の姿勢が明らかにされている［La Croix 2019］。 
6 Nubukpo［2007］。ラ・ボエシは、支配・被支配構造は、被支配側が率先して支配されることを選択しているが
ゆえに成立していると説く。ラ・ボエシ［2013］を参照。 
7 ヤナマール（もううんざりだ）運動については、Savané and Sarr［2012］を参考。 
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明言する。実際、フランスからみた対 UEMOA貿易シェアは、2014年 1月から 2018年 12月まで




















                                                        
8 IMFの Direction of Tradeデータベースより筆者計算。 
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運動家の目的は一致してる。2022年にル・ペン・フランス大統領が誕生する可能性が完全に否定
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9 ただし、20年近くをかけてWAMZ形成に努力してきたWAMIなどの反応は複雑である。（2019年 7月 30日に
行った関係者へのインタビューより） 
